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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
骨 関 節 の 炎 症 お よ び 骨 関 節 の 疼 痛 な ら び に 骨 関 節 の 軟 骨 損 傷 の 予 防 お よ び ／ ま た は 治 療 に  
使 用 す る た め の 以 下 を 含 む 組 成 物 ：
ａ ） リ ン 脂 質 と 複 合 さ れ た ビ テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 を ０ ． １ ～ ２ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ の 範 囲 ；
ｂ ） ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 を ０ ． １ ～ １ ％ ｗ ／ ｗ の 範 囲 ；
ｃ ） ザ ン ト キ シ ラ ム ・ ブ ン ゲ ア ヌ ム お よ び ／ ま た は ザ ン ト キ シ ラ ム ・ ピ ペ リ ツ ム の 親 油 性  
抽 出 物 を ０ ． １ ～ １ ％ ｗ ／ ｗ の 範 囲 ； お よ び
ｄ ） オ リ ー ブ 油 （ オ レ ア ・ ユ ー ロ パ エ ア ） の 非 鹸 化 性 画 分 を ０ ． １ ～ １ ％ ｗ ／ ｗ の 範 囲 。
【 請 求 項 ２ 】
ｄ ） オ リ ー ブ 油 （ オ レ ア ・ ユ ー ロ バ エ ア ） の 非 鹸 化 性 画 分 が 、 ｅ ） Ｎ － ア セ チ ル グ ル コ サ  
ミ ン 、 ま た は 、 ｆ ） ジ ア セ レ イ ン に 置 き 換 わ っ た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
以 下 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 組 成 物 ：
ａ ） リ ン 脂 質 と 複 合 さ れ た ビ テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 を １ ％ ｗ ／ ｗ ；
ｂ ） ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 を ０ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ ；
ｃ ） ザ ン ト キ シ ラ ム ・ ブ ン ゲ ア ヌ ム お よ び ／ ま た は ザ ン ト キ シ ラ ム ・ ピ ペ リ ツ ム の 親 油 性  
抽 出 物 を ０ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ ； お よ び
ｄ ） オ リ ー ブ 油 （ オ レ ア ・ ユ ー ロ パ エ ア ） の 非 鹸 化 性 画 分 を ０ ． ５ ％ 。
【 請 求 項 ４ 】

請求項の数　8　（全10頁）　最終頁に続く
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小 関 節 お よ び 膝 お よ び 大 腿 骨 窩 の よ う な 大 関 節 に お け る 末 梢 疼 痛 、 お よ び 全 身 性 疼 痛 の 予  
防 お よ び ／ ま た は 治 療 に お け る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
抹 消 痛 、 筋 肉 痛 、 お よ び 、 皮 膚 炎 症 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 炎 症 状 態 の 予 防 お よ び ／ ま  
た は 治 療 に お け る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
抹 消 痛 が 、 糖 尿 病 性 ニ ュ ー ロ パ チ ー に よ る 疼 痛 お よ び ／ ま た は 化 学 療 法 に よ っ て 誘 発 さ れ  
る 疼 痛 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
ニ ュ ー ロ パ チ ー が 、 白 金 誘 導 体 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 請 求 項 ６ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
組 成 物 が 、 経 口 に よ り 投 与 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 1 項 に 記 載 の 組 成 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ （ V i t i s  v i n i f e r a ） 抽 出 物 の 遊 離 形 ま た は リ ン 脂 質 と  
の 複 合 体 の 形 、 ま た は プ ニ カ ・ グ ラ ナ ツ ム （ P u n i c a  g r a n a t u m ） 抽 出 物 ；
ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ （ Z i n g i b e r  o f f i c i n a l e ） の 親 油 性 抽 出 物 ； お よ び
多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 イ ソ ブ チ ル ア ミ ド を 含 有 す る 植 物 か ら 得 ら れ る 抽 出 物 を 、
オ リ ー ブ 油 お よ び ／ ま た は コ ー ン 油 の 非 鹸 化 性 画 分 と 組 み 合 わ せ て 、 あ る い は Ｎ － ア セ チ  
ル グ ル コ サ ミ ン ま た は ジ ア セ レ イ ン と 組 み 合 わ せ て 含 ん で な り 、
骨 関 節 の 炎 症 お よ び 疼 痛 な ら び に 軟 骨 損 傷 の 予 防 お よ び ／ ま た は 治 療 に 有 用 で あ る 組 成 物  
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
末 梢 炎 症 、 特 に 関 節 摩 耗 、 骨 関 節 炎 、 リ ウ マ チ 性 関 節 炎 お よ び 乾 癬 性 関 節 炎 に 関 連 す る も  
の が 、 中 年 お よ び 高 齢 者 に お け る 身 体 障 害 の 主 な 原 因 に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
前 記 障 害 は か な り 異 な る 病 因 を 有 す る 。 あ る 場 合 に は 、 そ れ ら は 自 己 免 疫 障 害 で あ り 、 他  
の も の で は 、 特 に 個 体 が 過 体 重 で あ る と き に 一 定 の ス ト レ ス を 受 け る 主 関 節 の 機 械 的 磨 耗  
、 お よ び 加 齢 過 程 に 関 連 す る 代 謝 異 常 生 化 学 的 変 化 が 原 因 の 障 害 で あ る 。 生 化 学 的 変 化 は  
、 プ ロ テ オ グ リ カ ン 合 成 の 変 化 お よ び サ イ ト カ イ ン の 過 剰 産 生 を 含 み 、 そ れ ら が 炎 症 を 維  
持 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
骨 関 節 炎 （ Ｏ Ａ ） は 、 滑 膜 の 変 性 お よ び 関 節 軟 骨 お よ び 軟 骨 下 骨 の 破 壊 を 特 徴 と す る 変 性  
疾 患 で あ る 。 こ の 症 状 は 、 ６ ５ ～ ７ ３ 歳 の 人 口 の 約 １ ０ ％ に 影 響 を 及 ぼ し 衰 弱 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
リ ウ マ チ 性 関 節 炎 お よ び 乾 癬 性 関 節 炎 の 治 療 は 存 在 す る が 、 そ れ ら は 不 快 で 衰 弱 的 で あ り  
、 ま た 、 骨 関 節 炎 の た め の 特 定 の 治 療 は 現 時 点 で 存 在 し な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 一 選 択 薬 は 、 相 変 わ ら ず 、 対 症 療 法 の 非 ス テ ロ イ ド 性 抗 炎 症 薬 （ Ｎ Ｓ Ａ Ｉ Ｄ ） で あ り 、  
そ れ は し ば し ば 患 者 に よ っ て あ ま り 耐 容 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
高 用 量 ア ス ピ リ ン か ら 最 新 世 代 の も の ま で の 古 典 的 な 消 炎 剤 は 、 特 に 胃 レ ベ ル で 、 そ し て  
最 近 発 見 さ れ た よ う に 心 臓 レ ベ ル お よ び 血 管 レ ベ ル で も 、 必 然 的 に 長 時 間 の 治 療 お よ び 重  
篤 な 副 作 用 を 伴 う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
関 節 へ の ヒ ア ル ロ ン 酸 の 浸 潤 ま た は 自 己 幹 細 胞 の 浸 潤 が 、 関 節 の 損 傷 、 し た が っ て そ の 症  
状 を 軽 減 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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近 年 、 Ｏ Ａ サ プ リ メ ン ト の 消 費 量 が 急 激 に 増 加 し て い る 。 こ れ ら サ プ リ メ ン ト は 、 実 質 的  
に コ ン ド ロ イ チ ン 硫 酸 、 グ ル コ サ ミ ン ま た は そ れ ら の 誘 導 体 、 ジ ア セ レ イ ン お よ び い く つ  
か の 油 の 非 鹸 化 性 画 分 に 基 づ く 製 剤 で あ り 、 常 に 、 痛 み を 軽 減 す る た め の 主 要 な 薬 剤 と 組  
み 合 わ せ て 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ ら す べ て の 製 品 、 お よ び 他 の 多 く の 植 物 由 来 の 製 品 が 使 用 さ れ て い る が 、 関 連 す る 問  
題 の １ つ は 疼 痛 軽 減 の レ ベ ル の 低 さ で あ り 、 患 者 は 上 記 の 鎮 痛 剤 を 使 用 せ ざ る を 得 な い が  
、 そ れ は 、 最 新 の 分 析 に よ れ ば 、 骨 幹 端 軟 骨 を 回 復 す る よ う に 設 計 さ れ た 治 療 の 利 益 を 減  
ら す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
し た が っ て 、 治 療 効 果 を 損 な う こ と な く 治 療 の 耐 容 性 を 改 善 す る 新 し い 骨 関 節 炎 製 品 が 必  
要 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ （ Z i n g i b e r  o f f i c i n a l e ） 、 エ キ ナ セ ア 種 （ E c h i n a c e a  s p p  
） 、 ザ ン ト キ シ ラ ム ・ ブ ン ゲ ア ヌ ム （ Z a n t h o x y l u m  b u n g e a n u m ） 、 ピ ペ リ ツ ム （ p i p e r  
i t u m ） ま た は ア ル マ ツ ム （ a r m a t u m ） ま た は ア ク メ ラ ・ オ レ ラ セ ア （ A c m e l l a  o l e r a c e a  
） （ ま た は ス ピ ラ ン テ ス ・ オ レ ラ セ ア （ S p i l a n t h e s  o l e r a c e a ） ） の 抽 出 物 の よ う な 薬 用  
植 物 由 来 の 親 油 性 抽 出 物 は 、 局 所 ま た は 全 身 適 用 さ れ て 、 カ ン ナ ビ ノ イ ド 受 容 体 Ｃ Ｂ １ 及  
び Ｃ Ｂ ２ お よ び バ ニ ロ イ ド の リ ガ ン ド で あ る 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 イ ソ ブ チ ル ア ミ ド の 存 在 を  
伴 っ て 、 抗 炎 症 お よ び 鎮 痛 作 用 を 奏 し 、 特 に Ｔ Ｒ Ｐ Ｖ １ ア ゴ ニ ス ト と し て 作 用 す る こ と が  
知 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 そ れ ら の 抗 炎 症 活 性 お よ び 鎮 痛 活 性 は 、 そ れ ら が 障 害 の 発  
症 を も た ら す 最 終 原 因 に 作 用 し な い の で 、 骨 関 節 問 題 を 解 決 す る の に 不 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ヒ ア ル ロ ニ ダ ー ゼ 、 コ ラ ゲ ナ ー ゼ お よ び エ ラ ス タ ー ゼ の よ う な 抗 ラ ジ カ ル お よ び プ ロ テ ア  
ー ゼ 阻 害 活 性 を 有 す る 分 子 が 、 標 的 器 官 に 到 達 す る こ と を 条 件 と し て 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン  
１ お よ び ６ 阻 害 剤 と 一 緒 に な っ て 、 関 節 機 能 を 改 善 す る こ と が 薬 理 学 か ら 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
臨 床 文 献 に 報 告 さ れ た デ ー タ は 、 一 般 的 な 疼 痛 治 療 条 件 が 、 副 作 用 の 発 生 に よ り 治 療 を 時  
期 尚 早 に 中 断 す る 必 要 な く 、 一 部 の 物 質 を 充 分 に 長 期 間 使 用 す る こ と を 許 容 す る な ら ば 、  
充 分 に 長 期 間 摂 取 さ れ た 場 合 、 関 節 損 傷 の 防 止 に 役 立 ち 得 る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
し た が っ て 、 骨 関 節 の 炎 症 お よ び 疼 痛 な ら び に 関 節 軟 骨 の 損 傷 の 予 防 お よ び ／ ま た は 治 療  
に 有 用 な 代 替 製 品 を 同 定 す る こ と が 依 然 と し て 必 要 と さ れ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 は 、
ａ ） ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ （ V i t i s  v i n i f e r a ） 抽 出 物 の 遊 離 形 ま た は リ ン 脂 質 と の 複 合  
体 の 形 、 ま た は プ ニ カ ・ グ ラ ナ ツ ム （ P u n i c a  g r a n a t u m ） 抽 出 物 ； お よ び
ｂ ） ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 ； お よ び
ｃ ） エ キ ナ セ ア 種 抽 出 物 ま た は ザ ン ト キ シ ラ ム 種 抽 出 物 ま た は ア ク メ ラ ・ オ レ ラ セ ア （ ま  
た は ス ピ ラ ン テ ス ・ オ レ ラ セ ア ） 抽 出 物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 イ ソ  
ブ チ ル ア ミ ド を 含 有 す る 植 物 か ら 得 ら れ る 親 油 性 抽 出 物 ； お よ び
ｄ ） オ リ ー ブ 油 お よ び ／ ま た は コ ー ン 油 の 非 鹸 化 性 画 分 ； ま た は
ｅ ） Ｎ － ア セ チ ル グ ル コ サ ミ ン ； ま た は
ｆ ） ジ ア セ レ イ ン
を 含 む 組 成 物 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 は ま た 、 骨 関 節 の 炎 症 お よ び 疼 痛 な ら び に 軟 骨 損 傷 の 予 防 お よ び ／ ま た は 治 療 に お  
け る 前 記 組 成 物 の 使 用 に 関 す る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
驚 く べ き こ と に 、 ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 の 遊 離 形 ま た は リ ン 脂 質 と の 複 合 体 の 形  
、 ま た は プ ニ カ ・ グ ラ ナ ツ ム 抽 出 ； ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 ； お よ び  
多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 イ ソ ブ チ ル ア ミ ド を 含 有 す る 植 物 か ら 得 ら れ る 抽 出 物 を 、 オ リ ー ブ 油 お  
よ び ／ ま た は コ ー ン 油 の 非 鹸 化 性 画 分 と 組 み 合 わ せ て 、 あ る い は Ｎ － ア セ チ ル グ ル コ サ ミ  
ン と 、 ま た は ジ ア セ レ イ ン と 組 み 合 わ せ て 含 む 組 成 物 が 、 骨 関 節 の 炎 症 お よ び 疼 痛 、 な ら  
び に 、 関 節 窩 の 摩 耗 、 特 に 露 出 し た 骨 部 の 摩 耗 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 損 傷 の 予 防 お よ び  
／ ま た は 治 療 に 有 効 で あ る こ と が 、 今 回 発 見 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 は 以 下 を 含 む 組 成 物 に 関 す る ：
ａ ） ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 の 遊 離 形 ま た は リ ン 脂 質 と の 複 合 体 の 形 、 ま た は プ ニ  
カ ・ グ ラ ナ ツ ム 抽 出 物 ； お よ び
ｂ ） ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 ； お よ び
ｃ ） エ キ ナ セ ア 種 抽 出 物 ま た は ザ ン ト キ シ ラ ム 種 抽 出 物 ま た は ア ク メ ラ ・ オ レ ラ セ ア （ ま  
た は ス ピ ラ ン テ ス ・ オ レ ラ セ ア ） 抽 出 物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 多 価 不 飽 和 脂 肪 酸 イ ソ  
ブ チ ル ア ミ ド を 含 有 す る 植 物 か ら 得 ら れ る 親 油 性 抽 出 物 ； お よ び
ｄ ） オ リ ー ブ 油 （ オ レ ア ・ ユ ー ロ パ エ ア ） お よ び ／ ま た は コ ー ン 油 の 非 鹸 化 性 画 分 ； ま た は
ｅ ） Ｎ － ア セ チ ル グ ル コ サ ミ ン ； ま た は
ｆ ） ジ ア セ レ イ ン 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
プ ニ カ ・ グ ラ ナ ツ ム 抽 出 物 は 、 好 ま し く は 熟 し た 果 実 か ら エ タ ノ ー ル で の 抽 出 お よ び 吸 収  
性 樹 脂 上 で の 精 製 に よ っ て 得 ら れ る 。 こ の 抽 出 物 は 、 ４ ０ ％ ｗ ／ ｗ の プ ニ カ ラ ギ ン 含 有 量  
に よ っ て も 特 徴 付 け ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 は 、 好 ま し く は 、 英 国 特 許 第 １ ５ ４ ４ １ ４ ６ ９ 号 、 欧 州 特  
許 第 ２ １ ８ ９ ０ ６ ２ 号 ま た は 欧 州 特 許 第 １ ９ ０ ９ ７ ５ ０ 号 に 記 載 さ れ て い る よ う に 種 子 か  
ら 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 「 ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 の リ ン 脂 質 と の 複 合 体 の 形 」 は 、 欧 州  
特 許 第 ０ ２ ７ ５ ２ ２ ４ 号 に 従 っ て 調 製 さ れ る 生 成 物 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 は 、 根 お よ び 根 茎 か ら 得 ら れ る こ と が 好 ま し い  
。 抽 出 物 は 、 ま た 、 好 ま し く は ジ ン ゲ ロ ー ル お よ び シ ョ ウ ガ オ ー ル 含 有 量 が 高 く ； ３ ０ ％  
ｗ ／ ｗ の ジ ン ゲ ロ ー ル お よ び シ ョ ウ ガ オ ー ル 、 好 ま し く は ２ ５ ％ ｗ ／ ｗ の ジ ン ゲ ロ ー ル を  
含 有 す る ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ 抽 出 物 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
エ キ ナ セ ア 種 、 ザ ン ト キ シ ラ ム 種 ま た は ア ク メ ラ ・ オ レ ラ セ ア （ ま た は ス ピ ラ ン テ ス ・ オ  
レ ラ セ ア ） 抽 出 物 は 、 通 常 抽 出 に 用 い ら れ る 非 プ ロ ト ン 性 溶 媒 で 抽 出 す る こ と に よ っ て 各  
植 物 の 果 実 又 は 部 分 か ら 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
エ キ ナ セ ア 種 、 ザ ン ト キ シ ラ ム 種 、 ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ お よ び ア ク メ ラ ・ オ レ ラ  
セ ア の 親 油 性 抽 出 物 は 、 根 ま た は 根 茎 か ら 、 ア ル コ ー ル 、 ケ ト ン ま た は 脂 肪 族 エ ー テ ル で  
、 ま た は 好 ま し く は 超 臨 界 条 件 下 の 二 酸 化 炭 素 で 抽 出 す る こ と に よ っ て 得 る こ と が で き る  
。 エ キ ナ セ ア 種 抽 出 物 は Ｅ Ｐ ０ ４ ６ ４ ２ ９ ８ Ａ １ （ ２ 頁 １ ～ ５ ２ 行 、 お よ び ５ 頁 ４ ５ 行 目  
～ ６ 頁 ７ 行 ） に 従 っ て 調 製 す る こ と が で き る 。 ザ ン ト キ シ ラ ム 種 の 親 油 性 抽 出 物 は 、 Ｗ Ｏ  
０ ０ ／ ０ ２ ５ ７ ０ Ａ １ （ １ 頁 ２ ６ 行 ～ ２ 頁 １ ３ 行 、 お よ び ４ 頁 ２ ８ 行 ～ ７ 頁 ２ １ 行 ） に 従  
っ て 調 製 す る こ と が で き る 。 ザ ン ト キ シ ラ ム 種 の 親 油 性 抽 出 物 は 、 好 ま し く は 、 ザ ン ト キ  
シ ラ ム ・ ブ ン ゲ ア ヌ ム ま た は ピ ペ リ ツ ム 抽 出 物 で あ り 、 よ り 好 ま し く は 、 ２ ５ ％ ｗ ／ ｗ の  
イ ソ ブ チ ル ア ミ ド を 含 む 標 準 化 抽 出 物 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
オ リ ー ブ 油 の 非 鹸 化 性 画 分 は 、 核 果 か ら 抽 出 す る こ と が で き る 油 も 含 む オ リ ー ブ 搾 り か す  
油 を 鹸 化 し 、 ト リ テ ル ペ ン 、 ス テ ロ ー ル 、 長 鎖 分 岐 ま た は 非 分 岐 ア ル コ ー ル お よ び ス ク ア  
レ ン か ら 非 鹸 化 性 画 分 を 単 離 す る こ と に よ っ て 調 製 す る こ と が で き る 。 オ レ ア ・ ユ ー ロ パ  
エ ア の 副 産 物 が 好 ま し く 使 用 さ れ る 。 テ ル ペ ン お よ び ポ リ ア ル コ ー ル の 含 有 量 は 、 ４ ０ ～  
９ ０ ％ ｗ ／ ｗ の 範 囲 で あ り 、 好 ま し く は ６ ０ ％ ｗ ／ ｗ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 の 好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 組 成 物 は 以 下 を 含 む 。
ａ ） ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 の 遊 離 形 ま た は リ ン 脂 質 と の 複 合 体 の 形 、 ま た は プ ニ  
カ ・ グ ラ ナ ツ ム 抽 出 物 ；
ｂ ） ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 ；
ｃ ） エ キ ナ セ ア 種 、 ザ ン ト キ シ ラ ム 種 ま た は ア ク メ ラ ・ オ レ ラ セ ア （ ま た は ス ピ ラ ン テ ス  
・ オ レ ラ セ ア ） の 親 油 性 抽 出 物 、 好 ま し く ザ ン ト キ シ ラ ム 種 抽 出 物 、 さ ら に 好 ま し く は ザ  
ン ト キ シ ラ ム ・ ブ ン ゲ ア ヌ ム ； お よ び
ｄ ） オ リ ー ブ 油 （ オ レ ア ・ ユ ー ロ パ エ ア ） の 非 鹸 化 性 画 分 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
経 口 投 与 用 の 本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 投 与 単 位 あ た り 、 以 下 を 含 む こ と が で き る 。
ａ ） ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 の 遊 離 形 ま た は リ ン 脂 質 と の 複 合 体 の 形 、 ま た は プ ニ  
カ ・ グ ラ ナ ツ ム 抽 出 物 を ５ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｍ ｇ の 範 囲 、 好 ま し く は ２ ０ ０ ｍ ｇ ；
ｂ ） ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 を １ ０ ～ ８ ０ ｍ ｇ の 範 囲 、 好 ま し く は ５  
０ ｍ ｇ ；
ｃ ） ザ ン ト キ シ ラ ム 種 の 親 油 性 抽 出 物 を １ ～ ５ ０ ｍ ｇ の 範 囲 、 好 ま し く は ２ ０ ｍ ｇ 、 あ る  
い は 、 エ キ ナ セ ア 種 ま た は ア ク メ ラ ・ オ レ ラ セ ア （ ま た は ス ピ ラ ン テ ス ・ オ レ ラ セ ア ） の  
親 油 性 抽 出 物 を ５ ～ ５ ０ ｍ ｇ の 範 囲 、 好 ま し く は １ ０ ｍ ｇ ； お よ び
ｄ ） オ リ ー ブ 油 （ オ レ ア ・ ユ ー ロ パ エ ア ） の 非 鹸 化 性 画 分 を ５ ０ ～ ５ ０ ０ ｍ ｇ の 範 囲 、 好  
ま し く は １ ５ ０ ｍ ｇ 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 の さ ら な る 態 様 に よ れ ば 、 組 成 物 中 の 非 鹸 化 性 画 分 は 、 ５ ０ ～ ５ ０ ０ ｍ ｇ の 範 囲 の  
量 、 好 ま し く は １ ５ ０ ｍ ｇ の Ｎ － ア セ チ ル グ ル コ サ ミ ン 、 ま た は ２ ０ ～ ２ ０ ０ ｍ ｇ の 範 囲  
の 量 、 好 ま し く は ５ ０ ｍ ｇ の ジ ア セ レ イ ン に よ っ て 置 き 換 え ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
特 に 好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 経 口 投 与 用 の 組 成 物 は 、 投 与 単 位 あ た り 、 リ ン 脂 質 と 複 合 さ  
れ た ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 ２ ０ ０ ｍ ｇ 、 ３ ０ ％ ｗ ／ ｗ の ジ ン ゲ ロ ー ル と シ ョ ウ ガ  
オ ー ル を 含 む ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 ５ ０ ｍ ｇ 、 ザ ン ト キ シ ラ ム ラ ム  
種 の 親 油 性 抽 出 物 １ ０ ｍ ｇ 、 お よ び オ リ ー ブ 油 （ オ レ ア ・ ユ ー ロ パ エ ア ） の 非 鹸 化 性 画 分  
１ ０ ０ ｍ ｇ ま た は Ｎ － ア セ チ ル グ ル コ サ ミ ン １ ５ ０ ｍ ｇ ま た は ジ ア セ レ イ ン ５ ０ ｍ ｇ を 含  
む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 局 所 投 与 用 の 本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 以 下 を 含 む こ と が で き る 。
ａ ） リ ン 脂 質 と 複 合 さ れ た ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 を ０ ． １ ～ ２ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ の 範  
囲 、 好 ま し く は １ ％ ｗ ／ ｗ ；
ｂ ） ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 を ０ ． １ ～ １ ％ ｗ ／ ｗ の 範 囲 、 好 ま し く  
は ０ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ ；
ｃ ） ザ ン ト キ シ ラ ム 種 の 親 油 性 抽 出 物 を ０ ． １ ～ １ ％ ｗ ／ ｗ の 範 囲 、 好 ま し く は ０ ． ５ ％  
ｗ ／ ｗ ； お よ び
ｄ ） オ リ ー ブ 油 （ オ レ ア ・ ユ ー ロ パ エ ア ） の 非 鹸 化 性 画 分 を ０ ． １ ～ １ ％ ｗ ／ ｗ の 範 囲 、  
好 ま し く は ０ ． ５ ％ ｗ ／ ｗ 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 は ま た 、 骨 関 節 の 炎 症 お よ び 疼 痛 な ら び に 軟 骨 損 傷 の 予 防 お よ び ／ ま た は 治 療 に お  
け る 前 記 組 成 物 の 使 用 に 関 す る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
こ れ ら の 組 成 物 は 骨 関 節 の 炎 症 お よ び 疼 痛 の 予 防 お よ び ／ ま た は 治 療 に 有 用 で あ る こ と が  
分 か っ た 。 そ れ ら は 、 骨 幹 端 軟 骨 お よ び 滑 液 中 に お け る プ ロ テ オ グ リ カ ン 加 水 分 解 の 合 成  
ま た は 阻 害 に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 全 て の 種 類 の 抹 消 痛 、 例 え ば 、 糖 尿 病 性 ニ ュ ー ロ パ チ ー 、 化 学 療  
法 に よ っ て 誘 発 さ れ る 、 特 に 白 金 誘 導 体 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 神 経 性 疼 痛 、 種 々 の 起 源  
の 筋 肉 痛 、 お よ び 、 種 々 の 起 源 の 皮 膚 炎 症 の よ う な 炎 症 状 態 の 予 防 お よ び ／ ま た は 治 療 に  
お い て 有 用 で あ る と 分 か っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
こ れ ら の 組 成 物 は 、 特 に 小 関 節 お よ び 大 関 節 に お け る 、 骨 関 節 の 炎 症 お よ び 疼 痛 、 特 に 末  
梢 お よ び 全 身 性 の 疼 痛 の 治 療 に 特 に 有 効 で あ る こ と が 分 か っ た 。 歩 行 に 不 可 欠 な 膝 や 大 腿  
骨 窩 な ど の 大 き な 関 節 へ の そ れ ら の 影 響 は 特 に 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 ス テ ロ イ ド 系 お よ び 非 ス テ ロ イ ド 系 抗 炎 症 薬 と は 異 な り 、 治 療 を  
中 止 し た 後 で も 、 強 力 で 長 期 に わ た る 鎮 痛 作 用 お よ び 抗 炎 症 作 用 を 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 関 節 マ ト リ ッ ク ス の 生 理 的 回 復 が で き る よ う に し 、 そ れ 故 、 関 節  
へ の 潤 滑 剤 ま た は ス テ ロ イ ド の 浸 潤 な ど の 侵 襲 的 治 療 を 減 ら す の に 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 発 明 に よ る 組 成 物 の 成 分 は 、 個 々 に 摂 取 さ れ た 場 合 、 小 さ な 効 果 を 示 し た が 、 本 発 明 に  
よ り 適 切 に 組 み 合 わ さ れ た 場 合 、 忍 容 性 及 び 有 効 性 の 点 で 全 く 異 な る プ ロ フ ァ イ ル を 生 じ  
、 相 乗 的 効 果 を 示 し た 。 本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 大 き な 長 期 的 副 作 用 を 伴 わ ず に 鎮 痛 お よ  
び 抗 炎 症 効 果 を 有 す る の で 、 患 者 に と っ て 極 め て 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 発 明 に よ る 組 成 物 を 含 む 製 剤 は 、 例 え ば 、 米 国 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 マ ッ ク 出 版 の 「 Ｒ ｅ ｍ ｉ  
ｎ ｇ ｔ ｏ ｎ ’ ｓ   Ｐ ｈ ａ ｒ ｍ ａ ｃ ｅ ｕ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ   Ｈ ａ ｎ ｄ ｂ ｏ ｏ ｋ 」 に 記 載 さ れ て い る よ  
う な 従 来 の 技 術 に よ っ て 得 る こ と が で き る 。 特 に 、 本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 植 物 ベ ー ス の  
成 分 を 配 合 す る た め に 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る 技 術 に よ っ て 配 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 発 明 に よ る 組 成 物 は 経 口 的 ま た は 局 所 的 に 投 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
経 口 製 剤 の 例 は 、 錠 剤 、 糖 衣 錠 、 ソ フ ト お よ び ハ ー ド ゼ ラ チ ン カ プ セ ル 、 な ら び に セ ル ロ  
ー ス カ プ セ ル で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 発 明 に よ る 組 成 物 は 、 好 ま し く は ソ フ ト ゼ ラ チ ン カ プ セ ル 剤 ま た は 乳 剤 の 形 態 で 処 方 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
以 下 の 実 施 例 に よ り 本 発 明 を さ ら に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
以 下 の 成 分 を 含 有 す る ソ フ ト ゼ ラ チ ン カ プ セ ル を 調 製 し た 。
リ ン 脂 質 と 複 合 さ れ た ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 を ２ ０ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ
ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 （ ２ ５ ％ ｗ ／ ｗ ジ ン ゲ ロ ー ル ） を ５ ０ ． ０ ０  
ｍ ｇ
２ ５ ％ ｗ ／ ｗ イ ソ ブ チ ル ア ミ ド に 標 準 化 さ れ て い る 、 Ｃ Ｏ ２ で の 抽 出 に よ り 得 ら れ る ザ ン  
ト キ シ ラ ム ・ ブ ン ゲ ア ヌ ム の 親 油 性 抽 出 物 を １ ５ ． ０ ０ ｍ ｇ
オ レ ア ・ ユ ー ロ パ エ ア の 非 鹸 化 性 画 分 を １ ５ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ
ア マ ニ 油 を ８ ０ ０ ｍ ｇ ま で
【 実 施 例 ２ 】
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【 ０ ０ ４ ５ 】
以 下 の 成 分 を 含 有 す る ソ フ ト ゼ ラ チ ン カ プ セ ル を 調 製 し た 。
プ ニ カ ・ グ ラ ナ ツ ム 抽 出 物 を ２ ０ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ
２ ５ ％ ｗ ／ ｗ イ ソ ブ チ ル ア ミ ド に 標 準 化 さ れ て い る 、 Ｃ Ｏ ２ で の 抽 出 に よ り 得 ら れ る ザ ン  
ト キ シ ラ ム ・ ピ ペ リ ツ ム の 親 油 性 抽 出 物 を １ ５ ． ０ ０ ｍ ｇ
ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 （ ２ ５ ％ ｗ ／ ｗ ジ ン ゲ ロ ー ル ） を ５ ０ ． ０ ０  
ｍ ｇ
Ｎ － ア セ チ ル グ ル コ サ ミ ン を １ ５ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ
ア マ ニ 油 を ７ ０ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ ま で
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
以 下 の 成 分 を 含 有 す る ソ フ ト ゼ ラ チ ン カ プ セ ル を 調 製 し た 。
プ ニ カ ・ グ ラ ナ ツ ム 抽 出 物 を ２ ０ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ
２ ５ ％ ｗ ／ ｗ イ ソ ブ チ ル ア ミ ド に 標 準 化 さ れ て い る 、 Ｃ Ｏ ２ で の 抽 出 に よ り 得 ら れ る ザ ン  
ト キ シ ラ ム ・ ピ ペ リ ツ ム の 親 油 性 抽 出 物 を ２ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ
ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 （ ２ ５ ％ ｗ ／ ｗ ジ ン ゲ ロ ー ル ） を ５ ０ ． ０ ０  
ｍ ｇ
ジ ア セ レ イ ン を ５ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ
ア マ ニ 油 を ７ ０ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ ま で
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
以 下 の 成 分 を 含 有 す る ソ フ ト ゼ ラ チ ン カ プ セ ル を 調 製 し た 。
リ ン 脂 質 と 複 合 さ れ た ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 抽 出 物 を ２ ５ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ
２ ５ ％ ｗ ／ ｗ イ ソ ブ チ ル ア ミ ド に 標 準 化 さ れ て い る 、 Ｃ Ｏ ２ で の 抽 出 に よ り 得 ら れ る ザ ン  
ト キ シ ラ ム ・ ピ ペ リ ツ ム の 親 油 性 抽 出 物 を ２ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ
ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽 出 物 （ ２ ５ ％ ｗ ／ ｗ ジ ン ゲ ロ ー ル ） を ５ ０ ． ０ ０  
ｍ ｇ
ジ ア セ レ イ ン を ５ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ
ア マ ニ 油 を ７ ０ ０ ． ０ ０ ｍ ｇ ま で
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
ヒ ト に お け る 活 性 の 試 験
リ ン 脂 質 と 複 合 さ れ た ビ ス テ ィ ス ・ ビ ニ フ ェ ラ 、 ジ ン ジ バ ー ・ オ フ ィ シ ナ ー レ の 親 油 性 抽  
出 物 、 ザ ン ト キ シ ラ ム ・ ピ ペ リ ツ ム の 親 油 性 抽 出 物 お よ び オ レ ア ・ ユ ー ロ パ エ ア の 非 鹸 化  
性 画 分 を 含 む 本 発 明 に よ る 組 成 物 の 鎮 痛 活 性 を 、 ピ ロ キ シ カ ム お よ び プ ラ セ ボ の 活 性 と 比  
較 し た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
主 に 膝 に 位 置 す る 骨 関 節 炎 の 患 者 １ ８ ０ 人 を 対 象 と し た 盲 検 試 験 で 、 無 作 為 化 後 ３ ヶ 月 の  
治 療 を 行 い 、 治 療 中 止 後 ６ ヶ 月 間 関 節 機 能 を 調 べ る こ と に よ っ て 、 実 施 例 １ の 組 成 物 を ピ  
ロ キ シ カ ム お よ び プ ラ セ ボ と 比 較 し た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
開 始 時 は 、 W e s t e r n  O n t a r i o  a n d  M c M a s t e r  U n i v e r s i t y  O s t e o a r t h r i t i s （ Ｗ Ｏ Ｍ Ａ Ｃ  
） ス ケ ー ル で 測 定 し た 鎮 痛 効 果 を 、 実 施 例 １ の 組 成 物 で ２ カ プ セ ル ／ 日 と ピ ロ キ シ カ ム お  
よ び プ ラ セ ボ の ６ ０ ０ ｍ ｇ の ２ カ プ セ ル と で ７ 日 間 処 理 し た 後 、 評 価 し た 。 最 初 の ７ 日 後  
、 治 療 を ３ ヶ 月 間 続 け 、 鎮 痛 効 果 を 月 に 一 度 測 定 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
実 施 例 １ の 組 成 物 お よ び ピ ロ キ シ カ ム で 処 置 し た ２ つ の 群 は 同 程 度 の 鎮 痛 作 用 を 有 し た が  
、 ピ ロ キ シ カ ム で 処 置 し た 群 の 一 部 の 患 者 の 処 置 は 明 ら か な 副 作 用 の た め に 中 止 し な け れ  
ば な ら な か っ た の で 、 実 施 例 １ の 組 成 物 は 耐 容 性 が 高 い と 分 か っ た 。 プ ラ セ ボ 群 で は 改 善  
は 見 ら れ ず 、 悪 化 す る 傾 向 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ５ ２ 】
第 三 の 月 の 治 療 の 間 、 実 施 例 １ の 組 成 物 と ピ ロ キ シ カ ム を 含 有 す る 製 剤 と の 結 果 は － ７ ６  
％ ± ２ ８ ． ６ ％ 対 － ７ ２ ％ ± ３ １ ． ４ ％ （ Ｐ   ｎ ｓ ） で あ っ た が 、 プ ラ セ ボ 結 果 は － ２ ５  
％ ± ２ １ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
４ 月 目 の 治 療 の 中 止 後 、 ピ ロ キ シ カ ム で 治 療 し た 群 に お い て 疼 痛 が － ４ １ ％ ± ３ ８ ％ 悪 化  
し 、 そ の 結 果 は ５ 月 目 に お い て さ ら に － ２ ４ ％ ± ２ ３ ％ に 低 下 し 、 プ ラ セ ボ 群 に 非 常 に 近  
い ス コ ア で あ っ た 。 実 施 例 １ の 組 成 物 の ス コ ア は ４ 月 目 に お い て － ６ ８ ％ ± ２ ６ ％ 、 ５ ヶ  
月 目 で － ７ ０ ． ０ ６ ％ ± ３ １ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
こ の 場 合 、 ピ ロ キ シ カ ム ／ プ ラ セ ボ と 実 施 例 １ の 組 成 物 と の 間 の 相 違 は 非 常 に 重 要 で あ る  
。 こ の 結 果 は 、 明 ら か に 、 実 施 例 １ の 組 成 物 に つ い て 、 骨 幹 端 軟 骨 の 異 化 に つ い て の 保 護  
効 果 、 ま た は 軟 骨 の 何 ら か の 回 復 を 示 し て い る 。 病 理 学 的 状 況 に お い て 関 節 内 の 厚 さ が 平  
均 ２ ｍ ｍ で あ っ た Ｘ 線 で 示 さ れ た 損 傷 は 、 定 性 的 に 減 少 し た が 、 実 験 的 困 難 が 統 計 的 評 価  
を 妨 げ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
実 際 、 本 発 明 に よ る 組 成 物 を 用 い る と 、 二 重 盲 検 試 験 に お い て 患 者 の 滑 膜 軟 骨 表 面 の 回 復  
が 改 善 さ れ た 後 、 そ の 有 効 性 は 治 療 の 中 止 後 さ ら に ６ ヶ 月 間 維 持 さ れ た の に 対 し て 、 対 照  
化 合 物 ピ ロ キ シ カ ム で 治 療 し た 患 者 は 治 療 を 継 続 す る こ と が 必 要 で あ っ た 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
ヒ ト に お け る 鎮 痛 活 性 の 評 価
絶 え 間 な い 痛 み を 伴 う 膝 関 節 疾 患 に 罹 患 し て い る ４ ０ 人 の 患 者 を 無 作 為 化 し 、 実 施 例 ４ の  
組 成 物 、 ま た は プ ラ セ ボ （ キ ャ リ ア の み か ら な る ） 、 ま た は 実 施 例 ４ の 組 成 物 中 に 存 在 し  
て い る も の と 同 じ 量 で プ ラ セ ボ 組 成 に 個 々 に 添 加 さ れ た 実 施 例 １ の 組 成 物 の 成 分 を 、 朝 に  
１ 錠 、 夜 に １ 錠 の １ 日 ２ 錠 で 治 療 し た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
有 効 性 は 、 ０ ～ １ ０ ス コ ア の 国 際 ア ナ ロ グ 疼 痛 ス ケ ー ル で 採 点 さ れ 、 １ ０ ポ イ ン ト は 最 大  
疼 痛 を 示 し 、 そ し て ０ は 疼 痛 の 消 失 を 示 す 。 効 果 は 、 錠 剤 の 投 与 後 ２ 日 目 の 朝 に 、 処 置 後  
６ ０ お よ び １ ２ ０ 分 で 評 価 し た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
結 果 を 下 記 の 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 表 １ 】

【 実 施 例 ７ 】
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【 ０ ０ ６ ０ 】
ヒ ト に お け る 鎮 痛 活 性 の 評 価
有 効 性 の 選 択 お よ び 評 価 の 両 方 に つ い て K a r n o f s k y  S c a l e ( J .  C l i n .  O n c o l o g y  1 9 8 4 ;  2 :  
1 8 7 - 1 9 3 ) に 従 っ て 、 募 集 し た 患 者 に 対 し て 、 骨 関 節 炎 の 全 体 的 な 影 響 に つ い て 、 実 施 例  
３ の 組 成 物 を 用 い て ３ ヶ 月 ま で 治 療 し た 後 の お よ び 治 療 終 了 後 ６ ヶ 月 ま で の 結 果 を 表 ２ に  
示 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
評 価 は 、 ３ Ｋ ｍ ／ ｈ お よ び １ ０ ％ の 傾 斜 に 設 定 さ れ た ト レ ッ ド ミ ル 上 で 、 痛 み を 伴 わ ず に  
、 お よ び 異 な る 程 度 の 痛 み を 伴 っ て 移 動 し た 距 離 を 測 定 す る こ と に よ っ て 行 わ れ た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
膝 の 骨 関 節 炎 を 患 っ て い る ８ ０ 人 の 患 者 を ２ つ の 群 に 分 け た 。 ラ ン ダ ム 化 し た 後 、 一 つ の  
群 は 、 プ ラ セ ボ で 治 療 し 、 他 の 群 は 実 施 例 ３ の 組 成 物 で 治 療 し た 。 治 療 中 、 疼 痛 を 毎 週 、  
Ｗ Ｏ Ｍ Ａ Ｃ で 評 価 し 、 炎 症 性 パ ラ メ ー タ を 示 す 体 液 性 パ ラ メ ー タ を 毎 月 評 価 し 、 改 善 し て  
い る こ と が 発 見 さ れ た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 表 ２ 】

【 ０ ０ ６ ４ 】
治 療 終 了 後 ６ ヶ 月 の 移 動 距 離 は ３ ２ ０ ｍ で あ っ た 。
ｘ ｘ ： 倫 理 的 な 理 由 で 試 験 を 終 了 し 、 他 の 薬 剤 で 治 療 さ れ た 患 者
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Ａ６１Ｋ    ３６／６３
Ａ６１Ｋ    ３６／７５８
Ａ６１Ｋ    ３６／９０６８
Ａ６１Ｋ    ４７／５４
Ａ６１Ｐ      ３／１０
Ａ６１Ｐ    １９／０２
Ａ６１Ｐ    ２９／００
ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）
ＣＡｐｌｕｓ／ＭＥＤＬＩＮＥ／ＥＭＢＡＳＥ／ＢＩＯＳＩＳ（ＳＴＮ）
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